
一般社団法人 栃木県作業療法士会 

令和 7 年度 理事会議事録（第 4 回） 

 
開催日時：2025 年 12 月 5日（金）19：15 ～21：18  
開催場所：宇都宮市茂原一丁目 1021 番地 7 （ZOOM 配信） 
出席理事：仲田、坂田、渡邉、岩瀬、山口、野崎、寺尾、堀川、信末、間瀬、染谷、伊是名、野尻、

和田多、土屋、有馬、熊倉、上岡、須藤（智） 
全理事 21 名中、19 名出席  （全員ウェブ会議システムによる出席）  
出席監事：横山       （全員ウェブ会議システムによる出席） 
欠席：須藤（誠）、程塚 

陪席：五月女、関、亀山、中澤、稲見、大橋、大石、服部、石川、佐藤、柘植、高山、鈴木                                                   

順不同、敬称略 

                       
議案 
会長挨拶 
本日の理事会はウェブ会議システム（ZOOM)を利用して行う旨を述べ、双方が画像、音声を確認したと

ころ異常がなく、出席理事数が定款所定数を満たしたので有効に成立した旨を告げた。 

 
Ⅰ.報告事項 
【会長】 

1）2025 年度第 3回よんぱち会議について 

開催予定日：2026 年 2 月 28 日（土）Web 会議 

オブザーバー参加者を募集する。参加希望者は 1月 20 日まで、仲田へ連絡。 

 

2）2025 年度～26 年度にかけて県士会として取り組むべき事項について 

①協会員＝士会員を前提とした定款等の変更についての検討 

②生涯学修制度への完全移行に向けて、2024 年度までの既入会者への士会としての広報支援 

③5歳児健診への OT 参画に、士会対応への検討と準備 

④士会の倫理対応体制の見直し 

・2026 年度は倫理担当窓口の友利氏を中心に、特に「初期対応（相談）」の部分の体制を整備

し、「事後対応（処理・処分）」については協会倫理委員会と連携しながら慎重な検討を行う 

⑤作業療法士連盟栃木県支部設立に向けた検討 

 

事務局 
3）令和 7年度 宇都宮市介護認定審査会運営会議出席について 

日時 ： 11 月 14 日（金） 於  宇都宮市役所  

報告内容 ① 要介護認定の迅速化に向けた取組状況について 

協議事項 ① ペーパーレス化に係る取組状況と今後の進め方について 

システムの活用が難しい合議体にアンケート調査を予定とのこと 

 

4）茂木町保健福祉課健康係からの問い合わせについて 

幼児の療育・５歳児健診の導入について相談あり、社会局 制度対策部に対応を依頼 

 

5）栃木県作業療法学会学術誌の保管について 

以下の流れで保管を行う。 

  ① 学会終了後に学会支援部が学術誌の余りを事務所に運搬（最低２冊は保管用として残す） 
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 併せて、学術誌の PDFを事務局にメールで送付 

② 事務員が確認の上、台帳に必要事項を記載 

③ 事務所保管 

 

6）「協会員＝士会員」実現のための検討委員会について 

開催日時：12 月 11 日  19:00〜21:00（予定）  出席者：坂田 

 

7）長期障害所得補償保険(GLTD)について 

福利厚生制度の情報収集として、就業不能リスクに備えた休業補償保険について 12 月 1 日に保険会

社より説明を受けた。 

 

【総務部】 

8）事務員給与について 

栃木県の最低賃金引き上げにより、時給額を変更。 

これにより年間で雑給 2万円程度の増額になる見込み。 

 

9）後援・協賛依頼の賛同判断に関する事項について（別紙資料） 

 以下の基準と判断プロセスの通り進めることとする。 

（判定基準） 

１. 公益性と社会貢献度 

２. 費用対効果（協賛依頼の場合） 

３. 信頼性と当会との関係性 

４. 透明性・説明責任 

（判断プロセス） 

１. 申請受理 

２. 一次審査（総務部） 

３. 理事による審議（迅速審査もしくは理事会） 

４. 結果の通知 

 

【会員管理部】 

10）会員管理および会費納入状況について（11 月 21 日の情報） 

会員数：880 名 

入会届未提出：9名 士会非加入の協会員：142 名 協会非加入の士会員：17 名 

入会者：13 名（新規 13 名、再入会 0名） 退会者：0名  

会費納入：令和 7年度分 635 名（5,080,000円）  

        現在の会費納入率 72% 

        領収証（11 月 21 日時点）：635 名分発行 

 

【財務部】 

11）第二クールの会計書類について  

２Qまでの会計書類を税理士に提出済み 

 

12）第三クールの会計書類の提出について  

1 月上旬を予定 12 月中旬に会計担当者・理事にアナウンス予定 
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13）上半期財務報告について  

会計期間：4/1 - 9/30 

別紙資料（執行率 9 月 30 日時点）を参照。 

 

【福利部】 

14）福利部×研修部コラボ企画について 

開催日時：10 月 12 日(日) 9：00～12：20 

テーマ ：「若手～中堅 OT向け キャリアデザイン研修＆交流会」 

開催形式：ハイブリッド開催（オンライン参加者は第 2 部まで） 

参加者数：対面参加者  14 名 オンライン参加者  9 名 

内  容：3部構成 

     第 1 部：「県士会や協会に所属することがこれからの自分の未来にどう繋がるの？」 

          講師 県士会長 仲田和恵氏 

     第 2 部：「作業療法士としての人生設計 

    ～各分野で活躍する OTの知見・臨床実践から学ぶ～」 

          講師 研修部 分野別研修部門 分野長 

                  身障：五月女彩貴氏  精神：八木澤祥代氏 

                  発達：磯尾裕氏  老年期：池澤俊光氏 の 4 名 

     第 3 部：交流会企画「ペーパータワー」 

          進行 信末匡哉・岡田亜香里（福利部） 

会  場：医療法人北斗会 宇都宮シルバーホーム 通所リハビリテーション 

 

15） (株)gene「リハノメ・クーポン」発行状況【2025 年度】について 

発行者数：3名（県士会向け 永久 20％offクーポン ×3 名） 

 

社会局 

【事業部】 

16）委託事業部門について 

9/2   第１回栃木県自立支援協議会相談支援部会出席 

9/24   両立支援コーディネーター交流会出席 

10/19  地域・職域での予防健康づくりを目的とした保健活動を推進するための研修会出席 

 

17）啓発事業部門について 

8/23   国際医療福祉大学病院中高生向け作業療法体験会協力 

8/27   宇都宮市中央図書館作業療法啓発パンフレット配布協力依頼 

9/25   作業療法の日に合わせて理事宛てに作業療法啓発カードの配布依頼 

10/20  神奈川県士会との作業療法啓発活動の情報交換 

その他部員の臨床業務においてパンフレット配布機会に啓発物品の配布を実施 

 

18）障がい者スポーツ部門について 

9/13～14  ハンズボールディング CUP2025東日本大会栃木県ソフトボールチームのコーチ・役員と 

しての引率 

9/28   とちっ子スポーツ活動視察 
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その他知的障害者ソフトボールチームの練習に定期的に参加（10/19,11/16） 

  

【制度対策部】 

19）保険福祉部門について 

「診療・介護・障害福祉の報酬制度に関する質問・相談」の窓口として相談フォームを作成中。 

 

20）自動車運転支援推進部門について 

11/14 運転免許センターとの連携会議 

   今後 HPへ掲載予定の自動車運転支援パンフレットの内容確認。 

   法制度及び支援の流れについて確認と今後の協力依頼。 

12/7  OT協会 運転と地域移動推進班主催「都道府県協力者会議」 

   アンケート結果とりまとめと取り組み報告。２名出席予定 

当部門に部員 1名を増員した。 

               

21）特別支援教育・スクール OT推進検討部門について 

8/30 OT協会主催 ５歳児健診情報交換会（オンライン）２名出席 

9/28 分野別研修会「作業療法アップデート研修」講師協力 関森氏 

茂木町健康福祉課より療育事業への作業療法士協力依頼あり。次年度の協力に向けた準備。 

 

広報局 

【広報部】 

22）会議開催報告について  

9/18  会報誌「栃の実 No.114」の編集作業、一般の方に向けての広報誌の構成について検討 

11/11 会報誌「栃の実 No.114」の最終確認、広報誌の構成についての検討、来年度の予算 

 

【ウェブサイト管理運営部】 

23) 会議開催報告について 

10/20、11/20 部会開催：ホームページリニューアルについて、次年度について 

 

24）ホームページリニューアル制作作業について 

現在、リニューアルするホームページのデザインを調整中。 

年度内の完成を目指す。 

 

25）公式 LINEについて 

友だち登録 348（+49） 

2025 年 6月から 5,500円／月の有料プラン（5,000件／月）に加入している。 

 

26）公式 Instagram、公式 Xについて 

公式 Instagram フォロワー 97（+43）、公式 X フォロワー 8（+1） 

ホームページ更新情報、学術大会情報、栃木県作業療法士会活動情報などの発信をしている。 

 

27）ホームページアクセス数について 

別紙資料を参照。 

学術局 
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【教育部】 

28）生涯教育管理部門について 

 ・令和 7年度生涯教育制度推進担当者会議 

  開催日：令和 8年 1月 31 日（土）～2月 1日（日） 

  対面開催予定：開催場所未定 

  出席：渡邉出席予定、オブザーバー：染谷出席予定 

 

【研修部】 

29）分野別研修部門について 

・身体障害分野：企画会議を 6月 18 日に開催。 

  日 程：10 月 15 日（水）19:00〜21:00 開催 

  形 式：ハイブリッド形式（対面＋Zoomオンライン） 

  テーマ：整形疾患『前腕と手・指の触診』 

  参加者：58 名 

  会 場：宇都宮リハビリテーション病院 

  講 師：清永健治氏（石橋総合病院） 

・精神障害分野：企画会議を 9月 24 日、11 月 26日に開催。 

 ①日 程：11 月 26日（水）18:30〜19:30 開催 

  形 式：Zoomオンライン形式 

  テーマ：座談会『精神科 OTトーク〜私たちの現場トーク〜』 

  参加者：6名（内、5年目以下が 2名） 

 ②日 程：1月 20 日（火）19:00〜20:30 に開催予定 

  形 式：ハイブリット形式 

  テーマ：精神疾患を有する方へのフレイル予防・転倒予防の取り組みついて 

      〜精神科病院や介護予防事業の実践例をもとに〜(仮) 

  会 場：白澤病院 

  講 師：鈴木啓太氏（だいなリハビリクリニック） 

      松坂伸行氏（青木病院） 

      須藤智宏氏（小山富士見台病院） 

・発達障害分野：企画会議を 7 月 23 日、9月 9日に開催。 

  日 程：12 月 14 日（日）9:30〜12:30 開催 

  形 式：対面形式 

  テーマ：小児作業療法の基礎を学ぶ〜発達特性の理解と評価実践〜 

      研修会後に座談会の時間を設ける予定 

  申込者：31 名（11 月下旬時点） 

  会 場：栃木県立リハビリテーションセンター大会議室（3階） 

  講 師：玉野彩氏（自治医科大学附属病院）  

・老年期障害分野：企画会議を 6月 16日に開催。 

  日 程：1月に開催予定 

  形 式：Zoomオンライン形式 

  テーマ：がんのリハビリテーション 

  講 師：未定 

 

30）研修会企画運営部門について 
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企画会議を 5月 26日、10 月 12 日、10 月 24 日に開催。 

・領域横断型研修（作業療法アップデート研修） 

  日 時：9月 28 日（日）9:00〜12:20 

  形 式：zoomオンライン形式＋オンデマンド配信 

※後日、オンデマンド配信の広報期間を延長 

  参加者：全体会 27 名 

      分科会 31 名 

      オンデマンド配信 23 名 

      オンデマンド配信延長 10 名（12/4 時点） 

・倫理研修会： 

  日 時：10 月 27 日（月）19:00〜20:30 開催 

  形 式：Zoomオンライン形式 

  テーマ：全作業療法士のための倫理研修〜グループワークで考える倫理案件、実践編〜 

  講 師：片岡聡子氏（日本作業療法士協会倫理委員会委員会） 

  参加者：23 名 

・若手部員企画研修： 

  日 時：1月 17 日（土）19:00〜21:00 に開催予定 

  形 式：対面形式 

  会 場：白澤病院 

  テーマ：地域の方と創る、多世代交流拠点の話〜那須烏山市での実践〜 

  講 師：塩田典保氏（一般社団法人つばさ）  

  申込数：2名（11 月末時点） 

・他局連携研修（福利部×研修部〜キャリアデザイン研修会〜） 

  日 程：10 月 12 日（日）9:00〜12:20 開催 

  形 式：ハイブリッド形式 

      ※後日、オンデマンド配信にて追加広報を実施 

  講 師：仲田和恵氏・研修部分野別研修部門の各分野長 

  参加者：23 名（対面：14 名、Zoom：9名） 

  オンデマンド配信申込数：12 名（12/4 時点） 

 

31）その他について 

・研修会参加者より、後日受講証明証の発行依頼が 2 件あり。今までは参加費領収証を受講証明と

して活用していたが、依頼のあった研修会は参加費無料であった為、新たに受講証明証のフォーマ

ットを作成し対応した。 

 

【学会支援部】 

32）査読バンク設立について（三役決定事項） 

学会では、例年査読者を集めることに苦慮している。査読者の確保及び質の担保、実行委員の業務

負担軽減を目的に士会独自の査読バンクを設立する。別紙資料、査読バンク設立（案）に準じて、

登録を進めていく。来年度からの運用開始を目指す。 

 

33）学会学術誌のオンラインジャーナル化について 

国立国会図書館に問い合わせを行い、以下 3点の調整をすることとなる。 

①  士会 HP 内での抄録掲載 URL を固定化  



 

7 
 

https://gakkai.tochi-ot.com/no15/ ⇦学会 HP 内に専用ページ作成  

②  タイトルと ISSN 番号の公開（上記 URL を開くと確認できるようにする） 

③  過去の学術誌の公開（第 1回～14 回のものは紙媒体であったため不要）⇦ 早急な対応は不要。 

 他士会の学術局 HP などを参考とし、ウェブサイト管理部と調整を進めていく。 

https://wakayama-ot.jp/members/official/official-gakujyutu/ 

 

【福祉用具部】 

34）自助具コンテストについて 

第 15回栃木県作業療法学会 自助具コンテストに 15演題あり、審査を進めている段階。 

 

地域局 

【地域共生社会推進部】 

35）会議開催報告について 

 8/26  認知症ケア推進部門×訪問・通所リハビリテーション推進部門合同会議 

コラボ研修の企画 

日時・場所：12/21（日） パルティーとちぎ男女共同参画センター（対面開催） 

テーマ「明日から自分だったら何ができる？何をしますか？」         

内容：認知症の人への早期の ADL/IADLの介入、訪問・通所に関する事例、 

      地域での作業療法士の関わり、グループワーク 

 9/3   障害児者福祉推進部門第一回会議   

第一回オンライン相談会の企画  

日時：10/28 20：00～  

テーマ「少人数で働く OTの福祉職場のお悩み相談会」 

11/17  地域共生社会推進部第二回会議 

Ｒ7 年度事業計画・予算の進捗状況、Ｒ8 年度事業計画案・予算案、来年度以降の部門体制 

11/20   障害児者福祉推進部門第二回会議   

・障害福祉サービス見学ツアーの企画  

日時：1月の午後 場所：ウェルビー宇都宮  定員：5名（予定） 

・第二回オンライン相談会の企画日時    

日時：2月中旬 19：00又は 20：00  

テーマ「相談支援専門員からグループホームについての説明会」 

 

36）座談会・研修会の開催報告および今後の予定について 

10/5    訪問・通所リハビリテーション推進部門座談会 参加者 8 名 

10/28   障害サービス 第一回オンライン相談会     参加者 5 名 

11/26   認知症ケア推進部門 オレンジカフェ座談会   参加者 8 名 

12/7   士会内連携に関する研修           申込者 34 名 

12/21  認知症ケア推進部門×訪問・通所リハビリテーション推進部門合同研修 

  

37）その他について 

・10/14 認知症フレンドリーフェスタのイベント協力 

認知症の人と家族の会栃木支部主催のイベントに部員 4名＋士会員 1名が昨年度に引き続き参 

加し、会場準備、呼び込み、当事者のサポート等を実施。 

・部門の再編成を検討中。 

https://gakkai.tochi-ot.com/no15/
https://wakayama-ot.jp/members/official/official-gakujyutu/
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【地域活動支援部】 

38）会議開催報告について 

10/4～5 日本作業療法士協会主催 第 2回地域事業支援会議：参加者 3 名。 

行政との連携をテーマにした講演、グループワークに参加。 

10/7     第 2回県北エリア会議：参加者 6名。「他職種連携交流会」について意見交換。 

11/26    第 2回地域局会議：参加者 3 名。次年度事業計画等について共有。 

 

39）「他職種連携交流会」について  

R8/1/23 県北エリア開催予定：さくら市等の行政担当者と座談会。 

10/22  県央エリア実施済：参加者 12 名。「アクティビティ」に関する講演。 

R8/1   県南エリア開催予定：佐野市の行政担当者と座談会。  

 

【災害作業療法推進部】 

40）体制構築について 

①士会災害時対応マニュアルの見直し修正 

②協会主催大規模災害シミュレーションへの参加（9/25）：参加率 17％（昨年 15％） 

③2025 年度災害支援研修会出席：野尻 

④部員の JIMTEF災害医療研修の受講：金子・佐藤（部員全員の受講済み） 

 

41）啓蒙・教育について 

①とちの実へ原稿提出済み（6月、11 月） 

②士会内連携に関する研修（12/7 地域共生社会推進部主催研修会）での啓蒙予定 

③養成校での教育活動：マロニエ医療福祉専門学校 実施済み 

国際医療福祉大学 12/23実施予定 

④栃木県リハビリテーション学術大会での展示ブースの設置（1/23、第一会議室） 

ポスターや書籍、段ボールベッド展示、災害リハゲーム実施予定 

 

特設委員会 

【第 15回栃木県作業療法学会実行委員会】 

42）会議開催報告について 

9/16  第 14回全体会議   参加者:信末、牡鹿、須藤誠、須藤 全体参加者:15 名 

10/20  第 15回全体会議      参加者:牡鹿、須藤        全体参加者:15 名 

11/13   第 16回全体会議      参加者:牡鹿、鶴貝、須藤     全体参加者:17 名 

11/30   リハーサル           参加者:牡鹿、信末、中澤、須藤   

＊議事録は「士会ドライブ → 県学会 → 第 15 回(第 1 回 POS 学会)」で確認可能。 

 

43）HP掲載状況について 

10/7  「事前参加申し込みのご案内」公開 

10/23 「座長・演者へのご案内」公開 

11/4  「大会スケジュール、プログラムのご案内」公開 

11/21  「ご参加の皆様へ」掲載 

12 月初旬「抄録集」公開予定 
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【第 16回栃木県作業療法学会実行委員会】 

 報告事項無し 

 

【第 26回とちぎリハビリテーションフォーラム実行委員会】 

44）会議開催報告について 

10/22 第３回会議を実施（委員６名、担当理事２名）。 

『働く力を取り戻す 医療と企業をつなぐ支援』をテーマにフォーラム企画を進める。 

令和 8年 6月 6日、7日、13 日、14 日を候補日とする。 

会場は、健康の森が電波が届かない事も考慮し、宇都宮近郊で検討する。 

 

【学術活動支援委員会】 

45）企画について 

・第 15 回栃木県作業療法学会・第１回栃木県リハビリテーション学術大会に向けたスライド作

成・発表に関するメール相談を実施する。 

【期間】2025 年 12 月 15 日(月)～2026年 1月 20 日（火） 

【対象】栃木県作業療法士会会員 

【費用】無料 

【方法】メール相談 

【担当】白砂寛基（国際医療福祉大学） 

 

【学生会員検討委員会】 

46）委員会開催報告について 

10/28 キックオフ会議（議事録配信済み） 

    委員会設置目的、他団体の運用状況、学生の職能意識/在り方について 

11/18 第 2回委員会開催（議事録配信済み） 

    制度草案、募集方法、タイムスケジュール、入会時の記載項目 

    2026年 7月より運用（募集受付）することを想定してロードマップを作成 

 

Ⅱ.決議事項 

1）審議概要書①「学生会員について」 

回答者数：21 名   賛成：21 名 

→ 原案通り承認 

 

2）審議概要書②「発災時の災害対策本部立ち上げについて」 

回答者数：21 名   賛成：21 名 

→ 原案通り承認 

 

Ⅲ.審議事項 

1）第 17回（R9 年）栃木県作業療法学会学会長の選出について（坂田） 

県央ブロックが担当のため、学会長候補者は県央ブロックに属する理事 9 名（学会長未経験）から

考えたい。 

→学会長：坂田尚昭氏（新上三川病院）で決定。 

 

2）OT協会ホームページ掲示板機能の新設について（仲田）   
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2026年 4 月 1 日予定で協会ホームページに「都道府県士会からのお知らせ」が投稿できるようにな

る。どのように活用できそうか？の検討を含め、投稿権限は各士会 2 名与えられる予定のため、権

限者も決めておきたい。  

→ 事務局とウェブサイト管理運営部を権限者とし、事務局の担当部署は検討する。 

 

Ⅳ.その他 

1）県士会事務所の方向性についての続報（仲田・野崎） 

事務局機能の利便性向上を目的に三役間で検討、各方面への情報収集等に努めた。 

 

2）令和 8年度事業計画案について 

各部からの報告 

→ 各部の詳細部分は、1月開催の三役会議にて確認・修正を行い、最終決定していく。 

→ 部門の名称変更を検討している部は、第 5回理事会（2/20）にて審議概要書を提出すること。 

 

3）令和 8年度予算案について 

各部からの報告 

→ 1 月の三役会議で全体の予算配分を踏まえ、微調整を行う。 

 最終的には第 5回理事会（予算委員会兼ねる）にて決定する。 

 


